予算要求資料
平成29年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　　教育普及活動の拡大展開事業


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

　　　　　　　　　　　岐阜県美術館　総務部　管理調整係　電話番号：058-271-1313
　　　　　　E-mail：c21801@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　          1,000千円（前年度予算額：550千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	550
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	550

	要求額
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	2月2日時点
査定額
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　・岐阜県美術館の所管は平成26年度に教育委員会から環境生活部に移ったことにより、社会教育機関であることに加えて、地域振興や地域との連携といった視点からの新たな事業展開を求められている。それらを踏まえて、平成２７年度は教育普及事業について考えるシンポジウム並びに大規模なワークショップを実施し(GIFUワークショップギャザリング)、今後の美術館の教育普及のあり方やワークショップ文化の普及について考えることとした。２８年度は、それらを発展させ、地域振興や地域との連携を核とした大規模なワークショップ(第２回目)やAAIC連携の県民への広報をねらったワークショップをぎふ清流プラザで実施した。
　　　　こうした動きに加え、ナンヤローネプロジェクトの推進の中で、新たに、TOMONIプロジェクト(ぎふ清流プラザ)、アクアトト・ぎふ、森林文化アカデミーとの連携の実績を作り上げてきた。こうした他館連携によるアウトリーチ活動を今後も展開し、他館連携による文化振興を進める。
　　　　また、美術館発信型の教育普及事業として、作家が実習棟で公開制作を行い、その活動の中で、参加者と共に表現したり、成果をまとめあげたりするアーティストインミュージアムを新規に行う。

（２）事業内容

　　・県内で多くの人が集まる場所（ぎふ清流文化プラザ、アクアトト・ぎふ、アクティブＧ等）に出向いて、教育普及のアウトリーチ活動を行う。
(例：ぎふ清流文化プラザでのTOMONIプロジェクトと連携した障がい者アート関係のワークショップ等)
　　・平成２７年度から実施した岐阜発の大規模ワークショップギャザリングを継続し、第３回目を実施して、より多くの参加団体を募り岐阜のワークショップ文化の定着をねらう。
　　・実習棟、多目的ホールを中心としたアーティストインミュージアムを実施し、発信型、参加型の教育普及事業を展開する。
（３）県負担・補助率の考え方

　　様々な県の施設と連携し、多面的な芸術文化活動を実施する中で、県民が芸術文化に触れ、文化的な感性を高めていく機会に資するものとして、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　教育普及活動費
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	48
	・催物講師謝金

	旅費
	87
	・講師旅費等

	需用費
	231
	・消耗品費　90　ワークショップ材料費

・会議費　　51　講師用

・印刷製本費90　ギャザリング、他館連携ワークショップ等

広報チラシ

	役務費
	18
	・郵送、通信費

	委託料
	600
	・アーティストインミュージアム作家制作委託費

	負担金
	16
	・長良川おんぱく参加負担金

	合計
	1,000
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
・ナンヤローネプロジェクトを基軸に、県美術館以外の施設と連携した教育普及事業を拡大展開していく。

　・地域連携強化の視点から、第３回目を迎える岐阜ワークショップギャザリングの継続、他機関連携に関わるアウトリーチ活動や講師の招聘を行う。
・実習棟活用のナンヤローネプロジェクトとして、アーティストインミュージアムを新規に実施する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　数値として表れるものに参加者数等があるが、参加者が本事業の趣旨を受けて啓発等を受けたといった効果は質的なもので、参加者数という数的指標ではそれを計ることはできない。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

キューブワークショップは、AAICのプレイベントとして県民に対して、新県展の身近な紹介の場として開催を予定している。（3/26に予定）
ナンヤローネワークショップとして、アクア・トト、ぎふ清流文化プラザ、森林文化アカデミーと連携し、障がい者アートや専門性の高いワークショップを実施できた。




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
第２回を迎えたワークショップギャザリングでは、近隣の県民を中心にワークショップの魅力を更に発信できた。今後も継続して位置付けることで岐阜にワークショップ文化を位置付けることができた。
ナンヤローネプロジェクトとして、ナンヤローネワークショップを他館連携という形で実施した。その中で、特にぎふ清流文化プラザ（教育文化財団主催）の障がい者アートプロジェクトであるTOMONIプロジェクトを始め、アクア・トト、森林文化アカデミー等、専門性の高い他館との連携事業を進めることを通して、ナンヤローネワークショップをより魅力的なものとできた。またナンヤローネNo,1におけるiPadを使用したVR、ARによる鑑賞プログラムを構築した作家をアーティストインミュージアムとして召喚し、来館者に制作風景を紹介したり、制作の成果を発表したりした。これまでにない多様な文化振興事業が推進できた。
こうした新しい事業展開を図ることで、これまでにない年齢層の来館者が期待でき、多くの県民に、アートコミュニケーションの場としての美術館を位置付けることが期待できる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	　県内の県美術館以外での専門性の高い施設と連携したり、作家を召喚して、身近に交流できたりする場を持つなどの新しい教育普及事業を展開していくことは、文化振興及び地域振興の観点から有意義である。身近な造形体験であるワークショップが、文化として県下に継続して位置づくことは県民に豊かな情操を育む点からも有意義である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　○
	　県内外の美術関係者との連携が強まり、ワークショップ文化の定着に貢献しつつある。ナンヤローネプロジェクトを通して、新しい年齢層の来館者や、美術館に気軽に来館する県民が増えている。特にナンヤローネプロジェクトの中で、館内で継続して実施したアートコミュニケーション作品SuchSuchSuchは、総計6000人以上の参加者があり、年齢を問わず、身近にアートを楽しむ県民が増え、館内に賑わいが生まれた。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	　県内の県美術館以外での関係機関や、地元有力新聞などの協力を得ることによって、事業の効率化や必要経費の合理化を図る。　また新規事業の精査をしたり、活動内容、活動数の精選をしたりすることで過密したスケジュールの改善を少しずつ進めてきた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・ナンヤローネプロジェクトの推進に関わる他館連携事業の充実や、学校や教育機関との連携については、まだまだ試行的であり、アートコミュニケーション事業の一層の拡大展開が望まれる。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　・ナンヤローネプロジェクトを核に、県民のニーズをより把握しながら、教育普及事業の新展開を考えていく。

　・県内の関係機関や、地元有力新聞などから協力を得ながら、県美術館により質の高い教育普及活動を広げていく。そのために他館連携やアーティストインミュージアム等の可能性を検証し、より身近で、魅力ある教育普及活動を展開する。


